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ロフトの天井高さは１ . ４m。子供の遊びスペースやピアノのコーナーがある。

特徴的な勾配天井をもつ２階の空間は、子供室、寝室、屋上テラスが
段々に連続し、プライベートな落ち着いた屋根裏のような空間が空に繋がる。

斜線制限に合わせた変形屋根と大胆な跳ね出しが印象的な外観。跳ね出しの下はガレージになっている。
南側には２階建の住宅があり、日当たりが悪い敷地。

跳ね出して生まれた軒先部分は駐車場になっている。

リビング。カウンター越しに玄関を見る。
全体が都市の一部のような錯覚を覚える。

奥の水回りは光井戸の中庭に繋がる

玄関から水回り方向を見る。
ハイサイドからの自然光がパンチングメタルの
階段を透過して１階まで降りてくる。

玄関→リビング→ダイニングキッチンと、巨木に見立てたエレベーターを囲むようにスキップフロアが連なる。
各所に点在する小さな階段も家族の居場所になっている。前面道路を引き込み、道のようなパブリックな空間となっている

光井戸に面して設置されたオーダーメイドのキッチン。大きな窓の外にはプランター植栽の緑が風に揺れる。

一家が集うダイニングキッチン。大きな窓がありながらも、外の視線が気にならないくつろげる団欒の場になっている。
エレベーターの乗り降りもしやすい。

屋上テラスからの眺望。
青葉山の稜線を見渡せ、夏には仙台七夕花火を眺められる。E Vでアクセスできる。　

塔屋への階段。斜め天井間を潜り抜けて屋上へ至る。サブリビング。掘りごたつのような机越しに前面道路が見える。
建物の跳ね出し部分、サブリビングの床下に設けた子供室。
 はサブリビングを含めて２室に仕切ることを想定している。

子世帯の寝室に繋がる階段は、パブリック空間から
プライベート空間に切り替わるアプローチになっている。
パンチングメタルが光を下部に届ける。

建築概要

[建物名称]　　二世帯で住む、巨木の住処

[用途]　　　　個人住宅

[所在地]　　　宮城県仙台市青葉区

[設計監理]　　Ginga architects

[担当]　　　　武田　幸司

[施工]　　　　株式会社　絆建築

[設計期間]　　2019年1月～2019年9月

[工事期間]　　2019年10月～2020年4月

[規模]　　         構造　　木造

　                         階数　　地上2階+塔屋

　                         敷地面積　124.17㎡

　                         建築面積　74.49㎡

　                         延床面積　130.02㎡

「 二世帯で住む、巨木の住処」 Ginga architects
武田　幸司

設計趣旨

　仙台市中心部、細い私道に接する立込んだ狭小敷地に建つ３層構造の２世帯住宅である。

私道に接し、間口が狭く周りを２階建住宅に囲まれた、仙台市都市部で典型的な密集住宅地であ

る。南側に住宅が接近し、一般的な２階建住宅では十分な採光や通風が見込めないことが予想さ

れた。２階屋根レベルまで上がることで、仙台の花火や青葉山の稜線が見渡せる眺望が開けるこ

とが解っていたので、３層に屋上テラスがある建物であることと、２世帯同居の車椅子のご両親

のバリアフリーへの配慮が求められた。

　外観は、基壇の上に、斜線制限から生まれた変形した屋根の建物が跳ね出して置かれたような

シンプルで特徴的な形をしている。跳ね出して生まれた軒先部分は駐車場になっている。

狭小地のため、一階に駐車場と両親の空間を配置すると、必然的に２階に団欒のLD Kが計画され

、車椅子での移動にはEVが必要になった。そこで、２階建て＋塔屋の３層構造とし、中心に巨木

の幹のようなEVコアを設けて、巨木を中心に様々な場所が点在する螺旋状の空間とし、EVでも屋

上テラスまで上がれる立体的住宅とした。下階（親世帯）と上階（子世帯）それぞれの世帯の距

離感を取るために、中間階にみんなの団欒のLD K空間を緩衝帯として配置している。

　ハイサイドライトがある階段室の大きな吹き抜けや、敷地の奥にプライベートな

光井戸を設けることで、光を下階まで届けるようにしている。前面道路を引き込み

ながら、駐車場→玄関→リビング→ダイニング→光井戸が、床や天井の素材を巻き

込みながら段々に連続し、道のようなパブリックな空間となっている。特徴的な勾

配天井をもつ２階の空間は、子供室→寝室→塔屋→屋上テラスが天井勾配に沿って

段々に連続し、プライベートな落ち着いた空間が空に繋がる。全体がスキップ状で

ありながらも、エレベーターがあることで、１階、２階、屋上テラスに車椅子でい

くこともできる。

　自分のお気に入りの場所で過ごす時間の存在が、「同居」という、一つ屋根の下

で家族が一緒に暮らす時間の大切さを感じるよう考えます。圧迫感のある狭小敷地

の住宅でありながら、巨木を中心に奥行きや抜けがあり、光を求めて移動すること

で、それぞれが様々な居心地の良い場所を見つけ過ごすことができる、明るく広が

りのある新しい二世帯住宅のカタチとなった。


